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　ユニオン平和に結集する仲間の皆さん、新年おめでとうございます。

　昨年は新型コロナウイルスの影響により、私たちは未だかつて経験したことないような生活

を強いられた１年だった。感染は未だ治まる傾向になく、むしろこれから爆発的に拡大する状

況にある。政府は７日に「緊急事態宣言」を再発令したが遅きに失した感である。だいたい「国

民の生命と暮らしを守るのが第１義」とか「ウイルスに年末も正月もない」と本当に言うので

あれば、直ちに国会を開いて対策を審議すべきであるが、今月１８日の開会まで「お休み」と

いうのには怒りを越して呆れてしまうしかない。感染拡大の原因は安倍政権の初動対応の失敗

とその後の「Go To」などの愚策を取り続けてきた菅政権にあるのは明らかであり、まさに「人

災」である。

　政府の一連の対応を見ていると「コロナ騒動は馬鹿発見器」とどこかの新聞に書いてあった

が全くもって同感である。コロナ禍は弱い立場に置かれている人々、とりわけフリーランス、

非正規労働者の生活を直撃している。これらの人々の多くは、この間の財界や自民党による労

働法制の改悪等の結果とした生み出されたものであり、彼らは今回のコロナ禍を利用してさら

にもう一歩も二歩も進んだ労働者支配を目論んでいる。一方、全国一斉労働相談ではチラシの

受け取りが例年以上で反応が違った。また年末（２９、３０日）と２日に行われた「コロナ被

害、生活支援相談村」には多くの人たちが相談に来ていた。これからも全国のユニオンに労働

相談、生活相談が多数、寄せられるかと思うが奮闘しよう。

　先月、平和フォーラムに「日本通運、１８条問題」高裁訴訟に関する全国署名の要請を行い、

通達を出してもらった。コロナ禍の中、私たちの運動は制約があるが工夫しながら頑張るしか

ない。とりわけ今年は衆議院選挙があり、何としても政権交代を実現するしかない。市民と野

党の、そして労働組合（ここが一番問題だが）、労働者の共闘で勝利しよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢寿隆
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　１２月２９日、３０日、１月２日の 3日間、

新宿大久保公園で「年越し支援・コロナ被害

相談村」が開催された。労働弁護団の呼びか

けで、労働三団体（連合・全労協・全労連）

が応え、反貧困緊急ネットワークが協力して

実現した。相談人数３３７名（男性２７４　

女性５７　不明６）ボランティアスタッフは

延べ３５０名が参加し、カンパは２００万円

超が集まり、ユニオン平和からも 10数名が

参加した。

　労働・生活保護相談・医療相談と「女性専

用が必要」との声に応えて女性専用窓口を

準備した。リーマン

ショック時は相談者は

製造業、男性であった

が、今回は年齢、性別、

国籍問わず広範囲に広

がり、女性の相談者が

２割を超え 57 人いた

ことも特徴。

　私は会場入り口で相談者に対応（消毒・検

温）した。訪れた方の状況は「失業した」「収

入が減った」「所持金がゼロ」「食べものがな

い」とのことであり、記事にも掲載されたが、

「もう、3日間何も食べていません」という

望みを託していた。

　チャレンジネットに紹介され、ホテルが確

年越し支援・コロナ被害相談村

食品お渡しコーナー

年越し支援・コロナ被害相談村

棗弁護士
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保できた方、１歳くらいのお子さんと訪れた

女性「子どもの衣服がほしい」と話された

方（会場に準備されていた衣類に役立てたか

な？）、１度目は一人で、２度目は４・５人

の友人連れで来た方、とにかく「食べもの」

という方、「２時間かかった」と５時ぎりぎ

りに駆け込んできて、息を整え検温に応じた

外国の方などなど。

　若い方が多かったようだが、女性、年配者、

外国人とコロナ禍で生活困窮の幅が広がって

いると感じた。

　生活の立て直しが必要だが、生活保護申請

の数はそれほど多くなかったと思う。「自助」

の限界を理解しつつも「ハードル」が高いの

か、「食べられれば」だけで一杯いっぱいと

いう状況に置かれているように思え考えさせ

られた。

　今回の取り組みは多くの成果と教訓を残し

スタッフとして協力（ユニオン平和）

相談者

労働弁護団、労働 3団体開催を発

開催案内チラシ

女性専用コーナー

年越し支援・コロナ被害相談村

た。労働運動の

ネットワークの

力（労働３団体

という共闘経験

を通した）と必

要性を実感した。「こ

れで終わりにはでき

ない」との代表のあ

いさつがあった。継

続したネットワーク

づくり、労働運動の

社会的関わりの必要

性の追求、そして政

治変革と私たちへ問題は投げかけられてい

る。がんばろう。　　　　記：望月（お互いさま）

スタッフとして協力（ユニオン平和）
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　12 月 21 日、東京の連合会館で「加茂生

コン第 1 事件報告会が開かれた、これは、

12 月 17 日、京都地裁で開廷した「関西生

コン加茂生コン第１事件の一審判決」の報告

会で、会場には、関西生コン弁護団、支援す

る労働者が詰めかけた。京都地裁の判決は、

「大阪スト２次事件」に続く不当判決だった。

判決内容は、「全日建運輸連帯労働組合関西

生コン支部の組合員で、原告のＡさんを懲役

1年（執行猶予 3年）、Ｂさんは懲役 8ヵ月

（執行猶予 3年）の強要罪にでっちあげる不

当判決を突きつけた。関西生コン支部武健一

委員長と湯川裕司副委員長の共謀罪容疑は問

われず無罪」とした。

　最後に、藤本泰成支援する会共同代表から

裁判所は不当な法律解釈で労働組合を弾圧し

た。権力の横暴を許さず、高裁では必ず覆す

無罪判決勝ち取ります。と決意が述べられた。

　JAL 本社で「前怒りのアピール行動」が

連続 200 回を迎えた。12 月 23 日、12 時

00 分から、天王洲アイル駅前にある JAL 本

社スカイウォークで、連続アピール行動が

200 回の節目を迎えた。「解雇争議の解決

を！」と JAL 本社にアピールした。JAL 赤坂

社長は幾度となく「早い解決」を繰り返した

が、一向に実行に移さない。ウソをついてき

た。「争議団は必死だ！」「10 年の闘いを無

駄にできない」「今すぐ解決！」をと一人ひ

とりが寒風に負けないで、スカイウォークに

陣取った。連続アピール行動は、鈴木圭子さ

んの司会で始まり、あの空に帰ろう」全員合

唱で閉会した。
　神奈川支援共闘、

奥山さん（北部全労協）、金澤

壽さん（ユニオン平和代表代

行）、寺尾さん ( ネットワーク

ユニオン東京 )、宮川敏一（ユ

ニオン平和）、鈴木安友（ねり

まユニオン）、伊藤光隆さん ( 京

浜ユニオン )

山口宏弥乗員団長、平井さん

( 客乗 )、山田純江さん

会場（連合会館） 連続 200 回行動（天王洲アイル駅前ＪＡＬ本社）


